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業種別業務プロセス業種別業務プロセス
設計リポジトリ設計リポジトリ

 

 

 

 

業務を整理・検討するための標準的な業務プロセスモ

デルは、その必要性が以前から強く訴えられながら、開

発困難性から日の目を見ませんでした。しかしながら、

本格的に業務を分析・検討する際にはどうしてもそのよ

うな業務プロセスモデルが必要となります。最近は ERP

や SCM（サプライ･チェーン･マネジメント）などかなり

広範囲の業務を抜本的に見直す検討の機会も多くなり、

その必要性はさらに急速に高まっています。そこで、３

社（三井造船システム技研㈱、㈱Nix システム研究所、

マインドリサーチ㈱）の業務に強い各分野のコンサルタ

ントの経験を糾合して、このＰＤＲを開発いたしました。 

 

ＰＤＲは、日本初であり日本発の標準業務プロセスモ

デルと、それを前提にした業務設計ガイドです。標準業

務プロセスモデルは業務を検討するフレームとなるもの

ですが、それぐらいは日本で開発し利用したいという願

望で、かなりの苦労をして開発したものです。これから

皆様のご支援を得て、このＰＤＲを日本のデファクト・

スタンダードにしていきたいと思っております。 

以下にＰＤＲの概要をご紹介いたしますが、ひとこと

で言えば、ＰＤＲにより、業務の理解・検討・整備・設

計が飛躍的に「早く、うまく、安く」なります。 

このＰＤＲの概要は、P.11 の５Ｗ２Ｈのとおりです。 
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1 ＰＤＲの内容

・ＰＤＲは、以下の 10 業種分を対象としています。 

見込生産・組立型消費財製造 

受注生産・部品製造 

見込生産・装置型消費財 (化学製品)製造 

見込生産・装置型消費財（発酵食品）製造 

見込生産・装置型消費財（医薬品）製造 

エンジニアリング 

日用生活財卸売 

チェーン・ストア（GMS） 

レストラン・チェーン 

情報サービス 
 

❖ 業種固有のＤｏ機能（実施機能）以外の 

経営計画機能（Plan 機能） 

人事・総務・購買・開発機能(Arrange 機能) 

経営実績把握機能（See 機能） 

経営管理機能（Controle 機能） 

については、全業種共通ですから、これ以外の

業種でも利用可能です。 
 

 

 

・装置型生産財製造の場合は、一部の業務を除き、見

込生産・装置型消費財（化学製品製造）をご利用い

ただくことが可能です。 

・対象とする業種ごとに、以下のコンテンツと、それ

を加工・修正できるソフトウエアとをご提供します。 

コンテンツは、（１）「標準業務プロセスモデル」

と（２）「業務設計ガイド」とから構成されます。。 

（１）標準業務プロセスモデル 

▪ 標準業務プロセスモデルは、全業務を３階層で整理

した業務機能体系図と、その下位レベルの１ないし

２階層の業務プロセスフローとで構成されています

(P.6 図２｢マクロレベル体系図｣)。 

▪ 経営計画立案プロセスや総務業務など、通常はコン

ピュータ処理の対象にならないような業務を含め、

すべての経営機能を対象としています。 

▪ 業務機能体系図は、全社レベルの経営機能を俯観で

きるマクロレベルから、順次、ミドルレベル、ミク

ロレベルへとブレークダウンしていくようになって

います（P.7 図３「ミドルレベル体系図」、P.8 図

４「ミクロレベル体系図」）。 

▪ 業務機能体系図は、具体的な業務の実施方法に左右

されない論理レベルの業務体系であり、その機能は

経営として必ず備えているべきものです。したがっ

て、かなり不変的なものです。 

▪ 業務プロセスフローは、ミクロレベルの業務機能体

系図の下位レベルに位置づけられ、通常の場合、こ

のようなプロセスで業務が実施されるという論理レ

ベルのプロセスフローです（P.9 図５「業務プロセ

スフロー」）。 

この下位レベルに、実際の業務処理方法である物理

レベルの業務処理ないし業務フローが存在します。 

▪ 業務機能体系図または業務プロセスフローでは、他

の業務機能体系図または業務プロセスフローと関係

がある場合は、その関連を示しています（P.10 図

６「ミクロレベルでの他のブロックとの関連」）。 

（２）業務設計ガイド 

▪ 業務設計ガイドは、標準業務プロセスモデルを使っ

て、新しい業務実施方法や、システムを検討する際

に参考になる情報を提供するものです。 

▪ それぞれの業務プロセスの具体的な実施方法を整理

したり、設計するための業務プロセスフローを構成

する各業務（これを業務ブロックと言います）に対

して、業務記述ワークシートが提供されます。 

▪ 図７ 業務記述ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

▪ 業務を改善する着眼点（「業務改善・改革の着眼点」）

を、該当するレベルの業務機能体系図または業務プ

ロセスフローの業務ブロックに対して提供していま

す（図８「業務改善・改革の着眼点」）。 

 

▪ 業務記述ワークシートには、その業務ブロックの説

明、入力、出力、業務記述欄があります。業務記述

欄は、現状の業務実施方法や改善案、パッケージの

提供する業務実施方法などを記述することができる

ようになっています。 

 

▪ 一部の業務について、業務を改善する着眼点（「業

務改善・改革の着眼点」）を、該当するレベルの業

務機能体系図または業務プロセスフローの業務ブロ

ックに対して提供しています（図８「業務改善・改

作成対象 作成年月日 作成者 番号 
PDR 

業務記述 
ﾜｰｸｼｰﾄ 

調達物流センタ入荷 
X020D07D01D04 

業務ﾌﾟﾛｾｽ名 説明 入力 出力 
調達物流センタ 
入荷の積荷確認 

F01 

入荷作業指図および送り状 
と積み荷を照合確認する。 

 

調達物流センタ
入荷作業指図、
送り状、積み荷 
 
 

確認済調達物流ｾ
ﾝﾀ入荷作業指図・
送り状・ 

積み荷 
 実態 改善策 

where （事業所・部門） 

who （担当） 

when （タイミング） 

what （内容） 

how （方法） 
X020D07D01D04F01
｢調達物流センタ入荷確
認｣の「業務記述ワークシ
ートです。 
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革の着眼点」）。 

図８ 業務改善・改革の着眼点 

▪ さらに、業界ないし業務専門用語の解説（「専門用

語解説」）を、それを必要とする業務機能体系図ま

たは業務プロセスフローの業務ブロックに対して提

供しています（図９「専門用語解説」）。 

図９ 専門用語解説 

 

2 ＰＤＲのご利用目的

 ＰＤＲは、以下の目的にご利用いただくことができ

ます。 

● 業務の実態把握 

● 業務の設計 

● ＥＲＰ/ＳＣＭの検討 

● 業務ノウハウの蓄積 

● 業務マニュアル整備 

● 業務知識習得 

● 業務の実態把握 

 

新システム開発または改善の検討に際し、現状がどう

なっているかを調査するフレームとしての利用 

▪ 漠然と「どのように業務をなさってますか」と聞い

ていくのではなく、「業務の基本的な流れはこうな

っているはずですが、どうですか？ それでは、まず

初めのこの業務について教えてください」というよ

うに聞いていくことによって、相手の信頼感を得な

がら、効率的でもれのないインタビュを実施するこ

とができます。 

▪ その調査過程で出てくる専門用語についても、いち

いち確認することなく、効率的に調査を実施するこ

とができ、または分かったふりをして話を的確に理

解し損なうということを避けることができます。 

▪ その業務に関連する他の業務が示されていますから、

その関連を含めて調査・分析することが可能です。 

● 業務の設計 

同じく、新システム案ないし改善策を検討する際のフ

レームとしての利用 

▪ 業務が構造的に整理されていますので、新システム

のシステムやサブシステムの単位を適切に設定する

際の参考になります。 

▪ 網羅性のある業務機能体系図や業務プロセスフロー

に沿って、「ここは対象としなくてよいのか、この

処理方法でよいのか」と検討していくことによって、

断片的でない首尾一貫したシステムとすることがで

きます。 

▪ 同時に、必要な機能を見落とすこともなくなります。 

▪ 業務機能体系図または業務プロセスフロー上に関連

する業務が示されていますので、インタフェースを

とるべきシステムや機能を押さえることができます。 

▪ 「その道の専門家」ないしプロの経験則である「業

務改善・改革の着眼点」を利用することにより、的

確に改善策ないし新システム案を検討することがで

きます。これにより、レベルの低いシステムを作っ

てお客様（システムの利用者）からの評価を下げる

ということが避けられます。 

● ＥＲＰ／ＳＣＭの検討 

ＥＲＰパッケージなどを利用する開発あるいはＳＣＭ

開発の場合、新システムの機能を検討するマップとし

ての利用（現状とパッケージとの機能対比や、それを

受けての新システム案検討を行う）。 

▪ 一般的にパッケージが提供している機能はコア機能

であって、検討している対象範囲の全機能を提供し

ているわけではありません。そこで、検討の枠組みと
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しては、より客観的な、検討対象範囲の全機能が整理

されているものを採用すべきです。このことにより、

必要な機能を見落とすことがなくなります。 

▪ ＳＣＭシステム等の検討の際も、ＰＤＲにすべての業

務機能の白地図（マップ）が用意されていますので、

関連する業務をもれなく押さえることができます。 

▪ インタフェースをとるべきシステムや機能を確実に

押さえることにも貢献します。 

▪ 「業務改善・改革の着眼点」は、パッケージの機能･

処理方法を無差別に受け入れるのではなく、別の視

点からの検討をしてみる手がかりとなります。 

 

 

 

図 10 関連する業務マニュアルを 

業務プロセスから検索する例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 業務ノウハウの蓄積 

業種・業務に専門特化するための業務ノウハウを蓄積

するフレームとしての利用 

情報サービス業殿にとっては、これからはいずれかの

分野に明確な強み・特色を持つ必要があります。 

いわゆるアプリケーションで強み・特色を作ろうとす

る場合は、業種・業務を絞り込む必要があります。 

▪ 絞り込んだ分野について、そのノウハウを個人レベルで

はなく、企業の財産として蓄積していく必要がありま

す。その整理ボックスの役割を、ＰＤＲが果たします。 

▪ 「業務改善・改革の着眼点」や「専門用語解説」は、

初期の内容をもとにどんどん充実させていくことが

できるはずです。 

● 業務マニュアル整備 

業務マニュアル・規程基準類等を作成・利用するフレ

ームとしての利用 

▪ 業務マニュアルは、自分の担当業務についてはそれ

を検索する必要性はありません。しかし他人や管理

者が業務マニュアルを見ようという場合は、「どの

マニュアルを見ればよいのか」がすぐには分からな

いはずです。そこで、このＰＤＲを利用して業務機

能体系図や業務ブロックにひもづけて業務マニュア

ルを作成しますと、その検索が容易に可能となりま

す。どの業務のマニュアルが有って、どの業務のマ

ニュアルが無いということも明瞭になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▪ また、既存の業務マニュアルや規程・基準類等をこ

のＰＤＲにひもつけておけば、必要なものを容易に

探し出し参照することが可能となります。図 10 にそ

の例を示します。 

▪  業務機能体系図や業務プロセスフローは自由に変更

することができますから、実態に合わせてご利用い

ただくことが可能です。 

● 業務知識習得 

業務知識を得る教材としての利用 

▪ 業務知識を得るためには、その業務の解説書を勉

強・研究したり、演習をしたりします。しかし、勉
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強する側の頭の中に「地図」ができていないと、な

かなか吸収できません。「知識」が断片的で、頭の

中に入ってこないのです。そこで、このＰＤＲを「地

図」にして、「知識」を業務機能体系図や業務プロ

セスフローにひもづけながら勉強・研究をしていた

だきますと、業務知識を効率的にしかも有効に活用

可能な状態で習得することが可能となります。 

 

以上のＰＤＲの利用目的とＰＤＲの内容との関連を

示しますと、以下のとおりとなります。 

有効なＰＤＲの
ご利用機能

ご利用目的

　
プ
ロ
セ
ス
フ
ロ
ー

業
務

　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

業
務
記
述

　
着
眼
点

業
務
改
善
・
改
革
の

専
門
用
語
解
説

　
Ｑ
＆
Ａ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

業務の実態把握 ○ ○ (○) ○ ○

業務の設計 ○ ○ ○ ○ ○

ＥＲＰ/ＳＣＭの検討 ○ ○ ○ ○ ○

業務ノウハウの蓄積 ○ ○ ○ ○ ○

業務マニュアル整備 ○ (○)

業務知識習得 ○ ○ ○ ○ ○
 

 

3 ＰＤＲのご利用方法・ご利用環境

・ＰＤＲのご利用には、以下の環境が必要です。 

  Windows95(-97) 

Microsoft Excel97(-2000) 

Microsoft Word97(-2000) 

ＣＰＵ速度：２００Ｍｈｚ以上 

メモリ容量：３２ＭＢ以上 

ディスク容量：最小５ＭＢ～最大３５０ＭＢ 

▪ プログラムファイルは２ＭＢ強です。コンテンツの

うち、標準業務プロセスモデル（着眼点・用語など

を含む）は１業種当たり２ＭＢです。業務記述ワー

クシート(１業種当たり３０ＭＢ)は。必要なときに

セットアップしてください。 

▪ 業務プロセスモデルは、追加・変更・削除と業務プ

ロセス間のリンクが可能です。したがって、利用目

的別に幾つもの専用バージョンを作成することが可

能です。 

▪  業務設計ガイドのうち、「業務改善・改革の着眼点」

「専門用語解説」「補足説明」「説明」は、製品と

して与えられているものを適宜利用することができ

ます。さらにご利用者が、すべての業務ブロックに

対して、これらの項目を記述・変更・添付すること

が可能です。この機能を利用して、自ら収集・体験

する業務ノウハウを、統一的な方法で蓄積すること

が可能となります。 

▪ 業務設計ガイドのうち、業務プロセスブロックに対

応する「業務記述ワークシート」はExcelSheetとし

て作成されていますので、Excelの機能内で自由にご

利用いただけます。 

▪ 当然ながら、業務プロセスモデルを他のソフトウェ

アに図形としてコピー＆ペーストして編集すること、

逆に、他のソフトウェアで作成されたテキストおよ

び図を「業務記述ワークシート」にコピー＆ペース

トすることができます。 

 

4 ご利用料金

 ご利用料金は１CD-ROM 当たり 10 万円です。 

▪ CD-ROM がセットされていない状態では、ＰＤＲをご

利用いただくことはできません。 (したがって

1CD-ROM では、同時にご利用いただけるのは 1 台のみ

です)。 

▪ 対象業種追加、機能向上等のバージョンアップを行

いますが、新バージョンをご希望であれば新たにお

求めいただきます（１ＣＤ－ＲＯＭあたり１０万円）。 

▪ 新しいバージョンのＣＤ－ＲＯＭでも、旧バージョ

ンのシステムを操作できますが、古いバージョンの

ＣＤ－ＲＯＭでは新バージョンのシステムを操作す

ることはできません。 

▪ ＰＤＲをご利用のお客様には、随時、新バージョン

の情報を E-Mail でご連絡いたします。 
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図２ マクロレベル体系図 
 

 

 

見込生産・組立型消費財製造業の「マク

ロレベル業務機能体系図」です。  

 

業務ブロック番号をクリックすると、そ

の下位の業務機能である「ミドルレベル

業務機能体系図」に展開されます。  

ここでは、 D07「物流」を選択します。 

PDR
業務機能体系図

 （マクロレベル）

X020

作成単位

  業種

  ﾏｸﾛ

  ﾐﾄﾞﾙ

  ﾐｸﾛ

  ﾌﾛｰ

 X020  見込生産・組立型消費財製造業

 

 

 

 

作成年月日

 

 

 

 

 

作成者 番号

 

 

 

 

 

X020

見込生産・
組立型消費
財製造業

A01

人事

A02

財務

A03

組織統轄
（総務）

A04

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾛｾ
ｽｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝ

ｸﾞ（BPE）

A05

品質保証

A06

購買

A07

マーケティン
グ

A08

チャネル編
成

A09

生産技術

A10

製品開発

A11

研究開発

A12

環境保護

C01

経営管理

D01

補給計画

D02

営業

D03

受注出荷

D04

生産

D05

資材購買

D06

外注

D07

物流

D08

アフタサービ
ス

D09

リサイクル

P01

経営計画

S01

経営活動実
績把握
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図３ ミドルレベル体系図 

 

 

 

 

 

D07「物流」の「ミドルレベル業務機能

体系図」です。  

業 務 ブ ロ ッ ク 番 号 を ク リ ッ ク す る と 、

そ の 下 位 の 業 務 機 能 で あ る 「 ミ ク ロ レ

ベル業務機能体系図」に展開されます。 

ここでは、 D01「調達物流センタ業務」

を選択します。  

PDR
業務機能体系図

 （ミドルレベル）

X020D07

作成単位

  業種

  ﾏｸﾛ

  ﾐﾄﾞﾙ

  ﾐｸﾛ

  ﾌﾛｰ

 X020  見込生産・組立型消費財製造業

 D07   物流

 

 

 

作成年月日

 

 

 

 

 

作成者 番号

 

 

 

 

 

D07

物流

P01

物流業務基
本計画

A01

物流業務要
員編成

A02

物流業務予
算執行

A03

物流業務プ
ロセス改善

A04

物流業務庶
務

A05

物流業務専
門技術研修

A06

物流業務協
力会社管理

A07

物流エンジ
ニアリング

A08

搬送機材管
理

A09

物流拠点製
品チャネル

編成

D01

調達物流セ
ンタ業務

D02

生産物流セ
ンタ業務

D03

販売物流セ
ンタ業務

D04

輸配送業務

S01

物流業務実
績把握

C01

物流業務管
理
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図４ ミクロレベル体系図 

 

 

 

 

PDR
業務機能体系図

 （ミクロレベル）

X020D07D01

作成単位

  業種

  ﾏｸﾛ

  ﾐﾄﾞﾙ

  ﾐｸﾛ

  ﾌﾛｰ

 X020  見込生産・組立型消費財製造業

 D07   物流

 D01   調達物流センタ業務

 

 

作成年月日

 

 

 

 

 

作成者 番号

 

 

 

 

 

D01

調達物流センタ業
務

P01

調達物流センタ業
務実行計画

A01

調達物流センタ業
務要員人事

A02

調達物流センタ業
務予算執行

A03

調達物流センタ業
務実行方式準備・

改善

D01

調達物流センタ作
業計画設定

D02

調達物流センタ入
荷作業指図

D06

調達物流センタ出
庫作業指図

D10

調達物流センタ輸
配送依頼

D12

調達物流センタ在
庫把握

D03

調達物流センタ入
荷準備

D07

調達物流センタ出
庫準備

D07D04D03

調達輸配送配車
手配

D04

調達物流センタ入
荷

D08

調達物流センタ荷
揃え

D07D04D05

調達輸配送荷受

D05

調達物流センタ入
庫

D09

調達物流センタ出
庫

D07D04D08

調達輸配送荷渡
報告

D11

調達物流センタ輸
配送報告受理

D13

調達物流センタ期
末在庫棚卸

S01

調達物流センタ業
務実績把握

C01

調達物流センタ業
務管理

業 務 名 称を ク リッ ク

す る と 「 業 務 改 善 ･

改 革 の 着眼 点 」「 専

門 用 語 」等 の 付帯 情

報が参照できます。  

 

ここでは、D04「調達

物 流 セ ンタ 入 荷」 を

参照します。  

D01「 調 達 物 流 セ ン タ 業 務 」 の 「 ミ ク

ロレベル業務機能体系図」です。  

 

業務ブロック番号をクリックすると、

その下位の業務機能である「業務プロ

セスフロー」に展開されます。  

ここでは、D04「調達物流センタ入荷  」

を選択します。  
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図５ 業務プロセスフロー （論理レベル） 

 

 

 

 

 

 

 

PDR
 

業務プロセスフロー

X020D07D01D04

作成単位

  業種

  ﾏｸﾛ

  ﾐﾄﾞﾙ

  ﾐｸﾛ

  ﾌﾛｰ

 X020  見込生産・組立型消費財製造業

 D07   物流

 D01   調達物流センタ業務

 D04   調達物流センタ入荷

 

作成年月日

 

 

 

 

 

作成者 番号

 

 

 

 

 

D04

調達物流セ
ンタ入荷

F01

調達物流セ
ンタ入荷の
積荷確認

入荷作業指図および送り状と積み荷
を照合確認する。

F02

調達物流セ
ンタ入荷の
荷下し場所

指定

入荷作業指図および送り状と積み荷
の照合確認の結果、ＯＫであれば、
荷下ろし場所を指示する。

F03

調達物流セ
ンタ荷下し

指定の場所に、積み荷を荷下ろしす
る。

F04

調達物流セ
ンタ荷下し

検品

荷下し済入荷品を入荷作業指図およ
び受入検査規程と照合検品する。

D05D03D02

集中購買資
材入荷状況

把握

D05D04D02

分散購買資
材入荷状況

把握

D01「調達物流センタ入荷 」の「業務プ

ロセスフロー」です。  

 

業務プロセスブロックに対応して、「業

務記述ワークシート」が開きます。  

番 号を クリ ック する と、 「業 務記 述ワ

ークシート」が開きます。  

ここでは、F01「調達物流センタ入荷の

積荷確認  」を選択します。  

D05D03D02「集中購買資材入荷状況把握」、 D05D04D02「分散購買資材入荷状況

把握」は、マクロレベル業務機能の D05「資材購買」の業務ブロックです。 D07

「 物 流」 と連 続 する 業務 とし て リン クを設 定 して いま す 。 D05D03D02「集 中 購

買資材入荷状況把握」の業務ブロック番号をクリックすると、その業務を含む

「業務機能体系図」または「業務プロセスフロー」にジャンプします。  
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図６ ミクロレベルでの他のブロックとの関連 

 

 

 

PDR
業務機能体系図

 （ミクロレベル）

X020D05D03

作成単位

  業種

  ﾏｸﾛ

  ﾐﾄﾞﾙ

  ﾐｸﾛ

  ﾌﾛｰ

 X020  見込生産・組立型消費財製造業

 D05   資材購買

 D03   集中購買業務

 

 

作成年月日

 

 

 

 

 

作成者 番号

 

 

 

 

 

D03

集中購買業務

P01

集中購買業務実
行計画

A01

集中購買業務要
員人事

A02

集中購買業務予
算執行

A03

集中購買業務実
行方式準備・改善

D05D02D03

集中購買資材発
注計画確定

D01

集中購買資材発
注

D04

集中購買業務トラ
ブル･シューティン

グ

D07D01D01

調達物流センタ作
業計画設定

D07D02D01

生産物流センタ作
業計画設定

D07D01D04

調達物流センタ入
荷

D07D02D04

生産物流センタ入
荷

D02

集中購買資材入
荷状況把握

D03

集中購買資材納
期督促

S01

集中購買業業務
実績把握

C01

集中購買業務管
理

D05D03D02「集中購買資材入荷状況把握」を含む、

D05D03「集中購買」のミクロレベル体系図です。  

 

ここでも、D07「物流」のミクロ業務機能がリンク

先に設定されています。D07D01D04「調達物流セン

タ 入 荷」 の 業務 ブロ ック 番 号を クリ ックす る と 、

D07D01「 調 達物 流 セン タ業 務 」の ミ クロレ ベ ル 体

系図に戻ります。  
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ご利用方法 How 

❖ Excel97(-2000)、Word97(-2000)が必要です。 

❖ ご利用環境としては、以下をお勧めします。 

CPU 速度 200Mhz 以上 

メモリ容量 32MB 以上 

 

ご提供時期 W hen  

製品としてのご提供開始 

V 1 .0 1 9 99 年  ７ 月  

V 1 .1 1 9 99 年 12 月  

V 1 .2 2 0 00 年  ３ 月  

ご利用料金 How Mu ch  

１ C D - R O M 当 た り  
1 0 万 円  

＊ 複数枚ご導入の場合の 
 料金につきましては下記 
 にお問い合わせください。  

 
 

お問い合わせ  

マインドリサーチ㈱ 
業務部 

TEL：03-3423-3333 
E-Mail：mindpc@po.globe.or.jp 
http://www.globe.or.jp/mindr/ 

〒107-0062 
東京都港区南青山 2-12-16 

三井造船システム技研㈱ 
ソリューション営業部 
TEL：03-5543-6900 

E-Mail：ynakada@msr.mes.co.jp 
http://www.msr.mes.co.jp/ 

〒104-0033 
東京都中央区新川 1-25-9 

※ この PDR は情報処理振興事業協会の開発助成制度を利
用して開発しています。 
 

 

ＰＤＲの製品・サービス内容 What 

❖ 全業務を４階層で整理した業務プロセスモデル（フロー） 

❖ それぞれの業務プロセスの具体的な実施方法を整理したり、設計

するための業務設計ガイド 

❖ インターネットによるＱ＆Ａサービス 

対象業種･業務 Where 

【業種】  
 ❖ 見込生産・組立型消費財製造業 
 ❖ 受注生産・部品製造業 
 ❖ 見込生産・装置型消費財（化学製品）製造業 
 ❖ 見込生産装置型消費財（発酵食品）製造業 
 ❖ 見込生産装置型消費財（医薬品）製造業 
 ❖ チェーン・ストア業  
 ❖ 日用生活財卸売業 
❖ レストラン・チェーン業 
❖ エンジニアリング業 
❖ 情報サービス業 

 

この１０業種以外でも、利用可能です（以下参照）。 

 

【業務】  

❖ 企業の全業務 

情報システムやコンピュータ処理と関係 

ない業務も含まれます。 

 

❖ 業種固有のＤｏ機能（実施機能）以外の 

経営計画機能（Plan 機能） 

人事・総務・購買・開発機能(Arrange 機能) 

経営実績把握機能（See 機能） 

経営管理機能（Controle 機能） 

については、全業種共通ですから利用可能です。 

 

 

 PDR 

❖ 業務の実態把握 ：新システム開発または改善の検討に際し、現状がどうなっているかを調査するフレームとしての 

❖   利用（的確かつ効率的に、信頼感を得て実施できる） 

❖ 業務の設計 ：同じく、新システム案ないし改善策を検討する際のフレームとしての利用（検討のもれを防げる） 

❖ ERP/SCM の検討  ：ERP パッケージなどを利用する開発あるいは SCM 開発の場合、新システムの機能を検討するマップとして
    の利用（現状とパッケージとの機能対比や、それを受けての新システム案検討を行う） 

❖ 業務ﾉｳﾊｳの蓄積 ：業種・業務に専門特化するための業務ノウハウを蓄積するフレームとしての利用 
  (業務ノウハウを企業の財産とすることが可能) 

❖ 業務ﾏﾆｭｱﾙ整備 ：業務マニュアル・規程基準類等を作成・利用するフレームとしての利用 

❖ 業務知識習得 ：業務知識を得る教材としての利用 

 

ご利用目的  Why 

開発者・販売者  Who 

【販売者】  

三 井 造 船 ｼｽﾃﾑ技 研 ㈱  

マ イ ン ド リ サ ー チ ㈱  

【開発者】  

㈱ Nix ｼｽﾃﾑ研 究 所  
(代 表 取 締 役  吉 原 賢 治 )  

三 井 造 船 ｼｽﾃﾑ技 研 ㈱  

マ イ ン ド リ サ ー チ ㈱  

詳細は PDR 専用ホームページをご参照ください。 
 （http://www.globe.or.jp/mindr2/） 


